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広報紙に関するご意見やご要望などがありましたら、次のフォームからお寄せください。
ID1012584i秘書広報課☎（338）6812たま広報へのご意見をお寄せください

　これまでの生活と比べ、できなくなったことに目を向けるのではな
く、認知症を発症してもできること・やりたいことを大切にしながら、
住み慣れた地域で暮らし続けることができるという考え方が「新しい
認知症観」です。
　認知症は脳の病気により現れる症状です。年齢を問わず、誰もがな
りうる身近なものです。認知症と共に生きるために、あなたの「やり
たいこと」「心が動くこと」はありますか？

　認知症のある当事者の暮らしの工夫、好きなこと、悩みな
どを聴いて、認知症と共に生きるヒントを見つけませんか？ 　介護をしていると一人で悩んだり、ストレスを抱え込

んでしまいがちです。専門スタッフと一緒に考えてみま
せんか？

●当事者対談「きっと見つかる　好きなこと」（要約筆記・手話通訳あり）
時間午後１時３０分〜２時15分
登壇者みらいの会会員、いこいの会会員など
進行役田中匠作氏（あい介護老人保健施設 作業療法士）
●�映画上映「父と僕の終わらない歌」（字幕あり）
　アルツハイマー型認知症を発症した父と息子、仲間たち、地域の人々が、
歌を通して心を通わせる物語。
時間午後２時３０分〜４時2０分
〔共通事項〕
b関戸公民館ヴィータホール
c2３０人（会場先着順）
主催みらいの会（認知症当事者会）
共催いこいの会（認知症家族会）

1０18299
m当日直接会場へ

時間午後２時〜４時（１時３０分開場）
b永山公民館ベルブホール
t認知症の方を介護している家族など
c7０人（申し込み先着順）
講師入江幸子氏（認知症専門医）ほか
共催認知症疾患医療センター

（桜ヶ丘記念病院）
備考当事者の同伴可（個別配
慮も可）

1０18３27
m８月21日㈮午前９時から、
電話で、高齢支援課へ

i高齢支援課☎(338)6846・v(371)1200

9月は認知症を知る月間

©2025「父と僕の終わらない歌」製作委員会

趣味でワクワク！
　　　始めませんか 脳によい生活

　「趣味は特にありません」という方でもいわゆる「推
し活」はしているという方は少なくないと思います。
今や「推し活」は、趣味活動の主流かもしれません。
　趣味活動に取り組むと気持ちがワクワクします
よね。実はワクワクすると、脳が活性化すること
から、認知機能にさまざまな良い影響があること
が分かっています。
�やる気や行動力が高まる�
　脳内で重要な神経伝達物質であるドーパミンの
働きが活発になり、新しいことに挑戦する、目標
に向かって行動する、集中力が高ま
るといった効果が期待できます。
�学習や記憶を助ける�　
　興味や期待を感じながら学ぶと、記憶が定着し
やすくなったり、学習効率が上がったり、創造的
な発想が出やすくなります。

�ストレスへの耐性が高まる�
　楽しみな予定や目標があると、脳は現在の困難
を「一時的なもの」と捉え、その結果、気分が前向
きになったり、ストレスの影響が和らいだり、心
理的な回復力が高まります。
�発想力や柔軟性が向上する�
　新しいアイデアを思いつきやすい、人とのコ
ミュニケーションが活発になる、問題
解決の選択肢が増えるといった効果が
あります。

【作業療法士とは】

　「ひとは作業をすることで元気になれる」

　作業療法士は、作業を通して皆さんの生

活・趣味・仕事を支援する医療専門職です。

多摩市認知症初期集中支援チーム（天本病院）
作業療法士　今泉幸子氏

わかりたい 優しくなりたい
～認知症の家族介護者講座～

9/29㈫認知症講座「あしたの会」9/12㈯

コラム

介護していると
イライラして、
優しくできない

入所や入院って
実際どうなの？

車の運転が
心配…

治療薬の
効果は？

1００2927
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　食べ物は　残さず食べる　大切に 柴田　珠杏さん（連光寺小学校）月のごみ減量標語8 ID1002159i資源循環推進課
☎（338）6836・v（356）3919

アイスランド×多摩市 10月にレイキャビク市と姉妹都市提携へ

子ども・若者
関連情報

児童扶養手当の現況届を忘れずに

提出期限８月31日㈪備考出張所・郵
送での受け付けは不可 ID 1003455i
子ども・若者政策課☎(338)6851・v 

(372)7988

育児相談

d９月30日㈬午前９時10分～10時30
分b健康センターt乳幼児c20人

(申し込み先着順)n身体計測、育児 
・栄養相談など持ち物母子健康手帳

(親子健康手帳)ID1003429mi8月24
日㈪から、公式ホームページのイン
ターネット手続きで、こ
ども家庭センター「にじ
たま」☎(376)9177へ

乳幼児の健診事業

受付時間午後１時～１時45分b健康
センターt３～４カ月児健康診査(内
科・産婦健康診査)、１歳６カ月児
健康診査(内科・歯科)、３歳児健康
診査(内科・歯科)持ち物母子健康手
帳(親子健康手帳)、問診票ほか備考
対象者には個別通知。転入の方は要
連絡 ID 1003433iこども家庭センタ
ー「にじたま」☎(376)9177

里帰り出産などの妊婦健診受診
費の助成
t助産所や里帰りなどで都外の医療
機関を利用し、受診票を使えない方、
出産日から１年以内の方、流産・死
産の場合は最後の受診日から１年以
内の方備考申請書は「にじたま」で配
布の他、公式ホームページに掲載 ID
1003407iこども家庭センター「にじ
たま」☎(376)9177

令和９年度に小学校へ入学する子
どもの就学時健康診断を行います
db下表のとおり受付時間午後１時
15分～１時50分(予定)備考詳細は、
10月初旬ごろに対象者へ通知 ID1012 
506i学校支援課☎(338)6879

日程 会　場　校
10/7㈬ 瓜生小学校
10/19㈪ 愛和小学校
10/20㈫ 多摩第三小学校
10/21㈬ 東落合小学校
10/27㈫ 南鶴牧小学校
10/28㈬ 東寺方小学校
10/30㈮ 西落合小学校
11/4㈬ 諏訪小学校
11/6㈮ 永山小学校
11/9㈪ 北諏訪小学校
11/11㈬ 連光寺小学校
11/13㈮ 大松台小学校
11/16㈪ 豊ヶ丘小学校
11/17㈫ 貝取小学校
11/24㈫ 多摩第二小学校
11/25㈬ 多摩第一小学校
11/30㈪ 聖ヶ丘小学校

多摩市ファミリー・サポート・
センター会員募集・説明会開催
　地域で支え合う子育て支援の組織
です。
d９月12日㈯午後１時30分～３時b

関戸公民館第3学習室c10人(申し込
み先着順)保育３人(１歳６カ月児以
上。申し込み先着順)ID1012750mi

８月22日㈯から、電話で、多摩市ファ
ミリー・サポート・センター☎(357) 
5105へ

緑の探検隊第６回「クモの巣の
不思議な標本を創ります！」
d９月27日㈰午前９時30分～正午t

小学生(要保護者同伴)c10組(申し
込み先着順)s1,500円(材料費込み)
講師峰岸久雄氏(環境教育インスト
ラクター)ID1011572mib８月22日
㈯から、電話または直接、グリーン
ライブセンター☎(375)8716・URLhttp 
s://tama-gℓc.jp/events 
/c260927-02/ へ

令和８年度第２回発達の凸凹が
ある子を育てる親の会「子ども
の成長と見守り～子どもが自分
で選べるようになるために～」
d10月３日㈯午前10時～11時45分

(９時50分受け付け)b教育センター
(諏訪複合教育施設「かけはし」２階)
t子どもの発達を心配している市内
在住の保護者、関係機関職員c30人

(申し込み先着順)n子どもの自己選
択についての講話・お話し会保育２
人(未就学児。申し込み先着順)講師
小林美也子氏(精神科医)ID1020377m 

i８月24日㈪午前９時～9月30日㈬
午後５時に、電話またはインターネ 
ット手続きで、障害福祉
課発達支援室☎(374)27 
17へ

こどもの人権相談

　いじめや虐待など、こどもをめぐ
るさまざまな人権問題について、電
話・LINEでご相談ください。
d平日午前８時30分～午後５時15分

〔8月28日㈮・31日㈪～9月３日㈭は
午前８時30分～午後7時、８月29日
㈯・30日㈰は午前10時～午後５時〕
相談担当者人権擁護委員、法務局職
員相談専用電話☎0120(007)110(全
国共通・通話料無料)備考詳細は、
法務省URLhttps://www.moj.go.jp/
JINKEN/jinken03_00034.htmℓ  参
照 ID 1003322i東京法務
局人権擁護部第二課☎05 
70(011)000

LINE相談はこちら▲

　小学生～大学生世
代の皆さんに投稿い
ただいた川柳の一部
をご紹介します。テ
ーマは「ここが変だ
よ今の社会！」です。
　子どもや若者の考
えや思いを社会で受
け止め、尊重するこ
とが重要です。

▲信号が変わっても気
づかずスマホを見てい
る人を５・７・５に表
した

▲じてんしゃが好きだ
けど、ルールがふえて
むずかしくて、のると
きに、ルールをやぶっ
ちゃいそうでこわい

～多摩市子ども・若者川柳～

子ども・若者の主張
ID1019814i子ども・若
者政策課☎(338)6958
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その他の
川柳はこちら▶︎

映画と講演会でアイスランドの価
値観に触れる

　６月14日、関戸公民館ヴィータ
ホールで映画「女性の休日」上映会
と記念講演会を開催しました。
　映画では、1975年にアイスラン
ドで起きた女性ストライキを描い
た作品を上映し、「ストライキで
はなく休日という発想が印象的だ
った」「社会の在り方を考えるきっ
かけになった」などの声が寄せら
れました。
　記念講演会ではジャーナリスト
の大門小百合氏と浜田敬子氏が対
談し、「ジェンダー平等を身近に
考える機会になった」「日本とアイ
スランドの違いから多くの視点を
得た」などの感想がありました。
見て、聞いて、味わって　アイス
ランドを満喫

　期間中はテルマ・ルン氏による
「アイスランドから見た日本の魅
力」の講演会や、ゆぎ書房による

「女性の休日」を題材とした絵本の
ワークショップを実施した他、プ

ロフォトグラファーによるアイス
ランド風景写真の展示、アイスラ
ンドにちなんだ食品や書籍の販売
も行われました。展示を見て、講
演を聞き、飲食を味わうなど、一
日を通してアイスランドを満喫で
きたという声が寄せられました。

姉妹都市提携に向けて

　アイスランドはジェンダー平等
先進国であり、国内電力のほぼ100 
％を再生可能エネルギーで賄うな
ど、多摩市としても学ぶことが多
い国です。今回のアイスランドウィ
ークは、多くの方にアイスランド
をより深く知り、考えてもらう機
会となりました。10月には、レイ
キャビク市で姉妹都市提携を締結
します。これを契機に、さまざま
な分野で交流を進めていきます。
ID 1011531i文化・生涯学習推進
課☎(338)6882

　多摩市は10月にアイスランドの首都レイキャビク市と姉妹都市提携
を結びます。６月13日～21日に開催したアイスランドウィークでは、

「駐日アイスランド大使館との友好協力関係に関する覚書」締結５周年
を記念し、映画上映会や記念講演会などアイスランドの魅力や価値観
に触れる多彩なイベントを実施しました。

10月にレイキャビク市と姉妹都市提携へ10月にレイキャビク市と姉妹都市提携へ
アイスランド×多摩市アイスランド×多摩市
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